
- 1 - 

 

2026 年 1 月 15 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｆ Ｕ Ｊ Ｉ ジ ャ パ ン 

代 表 者 名 代表取締役   佐々木 忠幸 

コード番号 １ ４ ４ ９   札 証 

問 合 せ 先 取締役管理部部長  山内 将之 

電 話 番 号 ０１１－２０９－２００５ 

 

 

2025年 12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2025 年２月 10 日に公表しました 2025 年 12 月期通期業績予想を、下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

通期業績予想の修正について 

2025 年 12 月期通期業績予想数値の修正（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,249 

百万円 

18 

百万円 

16 

百万円 

207 

円 銭 

97.41 

今回修正予想（Ｂ） 989 △66 △68 108 50.84 

増減額（Ｂ－Ａ） △260 △84 △84 △99  

増減率（％） △20.8 - - △47.8  

（参考）前期実績 

（2024 年 12 月期） 
1,113 △64 △61 △7 △3.71 

（修正の理由） 

  2025 年 12 月期通期業績予想につきましては、2025 年 11 月 10 日の直近の開示時点において、当社

の年間を通じて最大の繁忙期である第４四半期を控えていたことから、一定の受注回復および業績の

挽回が見込めるものと判断し、前回発表予想を据え置いておりました。 

しかしながら、その後の事業環境においては、円安の進行や物価上昇が継続するなか、住宅等に関

する支出全般について消費者の慎重姿勢が一段と強まり、購買意欲の低下が想定以上に長期化いたし

ました。加えて、金利の上昇に伴う住宅関連支出の抑制や、原材料費・資材価格等の高騰が継続する

など、複数の外部要因が同時に進行したことにより、市場環境は当初の見込み以上に厳しい状況で推

移いたしました。 
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このような環境下において、第４四半期においても受注件数は当初の見込みを下回る結果となりま

した。経費削減や販売価格への一部転嫁など、利益率の改善に向けた取り組みを進めてまいりました

が、売上高の減少を補うには至らず、減収減益となる見込みであります。 

以上の結果、売上高の減少に伴い、営業利益、経常利益および当期純利益が前回発表予想を下回る

見通しとなったことから、2025 年 12 月期通期業績予想を下方修正することといたしました。 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


